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建設水道常任委員会 
 

平成２８年１１月１７日午前９時から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎坂口  徹    ○井上 卓也    平川 理恵 

 木澤 正男     奥村 容子 

     中 西 議 長 

 

２．欠席委員 

中川 靖広 

 

３．理事者出席者 

    副 町 長  池田     総 務 部 長  植村 俊彦    

都市建設部長  谷口 裕司    建設農林課長  上田 俊雄    

同 課 長 補 佐         手塚  仁    同 課 長 補 佐         井戸西 豊    

都市整備課長         松岡 洋右    同 課 長 補 佐         関口  修    

上 水 道 課 長  井上 貴至    同 課 長 補 佐  扇田 一弘    

同 課 長 補 佐  猪川 恭弘    下 水 道 課 長  寺田 良信    

同 課 長 補 佐  岡村 智生 

     

４．会議の書記 

    議会事務局長         黒﨑 益範    同  係  長         大塚 美季 

 

５．審査事項 

    別紙のとおり 
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開会（午前９時） 

署名委員 木澤委員、奥村委員 

 

おはようございます。 

定足数に達しておりますので、ただいまから建設水道常任委員会を開会

し、本日の会議を開きます。 

なお、中川委員から欠席の通告を受けております。 

初めに、副町長の挨拶をお受けいたします。 池田副町長。 

 

（ 副町長挨拶 ） 

 

最初に、本委員会の会議録署名委員を私から指名いたします。 

会議録署名委員に、木澤委員、奥村委員のお２人を指名いたします。お

２人にはよろしくお願いいたします。 

本日予定しております審査案件は、お手元に配布しておりますとおりで

ございます。 

初めに、１．継続審査を議題といたします。 

（１）都市基盤整備事業に関することについて、①都市計画道路の整備

促進に関することについて、理事者の報告を求めます。 

松岡都市整備課長。 

 

継続審査、都市基盤整備事業に関することについて、①都市計画道路の

整備促進に関することについてでありますが、いかるがパークウェイの整

備の進捗状況についてでございます。 

初めに、８月下旪から実施しております埋蔵文化財の発掘調査につきま

しては、既に調査範囲の全域について調査を終えており、特に顕著な遺構

は確認されず、現在、調査結果の取りまとめを行っているところでござい

ます。 

次に、整備促進要望についてでありますが、さきの委員会にも報告をし

ておりますとおり、平成２９年度の事業予算の確保に向けて、奈良県、奈
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良国道事務所、近畿地方整備局に引き続きまして、１１月８日には国土交

通省に対しまして、事業予算の確保について要望活動を行ってまいりまし

た。 

また、今臨時国会におきまして、過日成立いたしました平成２８年度第

２次補正予算では、いかるがパークウェイ事業につきましては、当初の６

億３，０００万円の事業予算に加え、５億２，０００万円の補正予算が確

保されたとのことであり、順調な事業進捗が図られ、今後も継続的に整備

が進められるものと期待するところでございます。 

なお、今後の事業の進捗といたしましては、現在、鋭意進められており

ます三室・紅葉ヶ丘区間の整備に一定のめどがついてまいりますと、引き

続き、小吉田モデル区間から東側の区間への事業延伸にも着手されていく

とのことでございます。  

沿線地域の皆様に対しましては丁寧な説明と対応が求められるところで

ありますことから、五百井・興留区間、さらには県道大和高田斑鳩線から

東側の区間につきましても、地域の皆様からご意見を伺っていくことが必

要であり、沿線自治会や関係団体への十分な事業説明、協議がなされるよ

う調整をしてまいりたいと考えております。 

町といたしましても、いかるがパークウェイが地域にとってよりよい道

路となりますよう、今後も国と連携、協力を図りながら、地元調整に努め

てまいりたいと考えております。 

以上で、①都市計画道路の整備促進に関することについての報告とさせ

ていただきます。以上です。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

木澤委員。 

 

今般、第２次補正でさらに５億２，０００万円の予算がつくということ

ですけども、そもそもですね、今、発掘調査、ほぼこれで終了やというこ

とで、三室の交差点の整備にかかっていくのかなというふうに思いますけ

ども、あの三室の交差点で例えば改修をしようと思うとどれぐらいの予算
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規模になるものなのか、実施するのに大体何年ぐらいかかるのか、その辺

のめどっていうのをちょっと教えてほしいんですけども。 

 

今般の補正予算につきましては、現年の予算とあわせまして、事業の予

定といたしましては、橋梁部分になります下部工、橋台部分ですね、橋台

部分と一部平面部分、事業用地内ですけれども平面部分の工事が補正予算

と現年の６億３，０００万と合わせまして実施されるということでござい

ます。このパークウェイ三室・紅葉ヶ丘区間の全体の事業費といたしまし

ては、おおむね１２億というような試算がされてございまして、差し引き

いたしますと７億程度が、あと、残り、必要になってこようかなというと

ころでございます。 

当初の予算につきましては、ほぼ用地費で消化されていることでござい

ますので、この補正予算の５億を差し引きいたしますと、残り７億程度の

事業量ということでございます。三室交差点の交差点改良と、あと、今、

申しあげました補正で想定されております工事の以外の部分、これ、合わ

せまして７億というところでございます。 

事業の予定でございますけども、着工からおおむね２年から３年という

ようなことでお聞きしてございます。ですので、今年度末、この事業予算

でございますが、今年度末から着手されますと２、３年というところで供

用というところでございます。 

 

１つには法隆寺線との国道との交差部分の開通の問題っていうのがあり

ますのと、あともう１つ、今後また東に進捗をしていくということで、

私、気にしてますのは、以前から言うていますように、県道から東側です

ね、の区間について、これは計画を見直すべきだということで、私は申し

あげてきましたけども、それに対して、また今後議論がやっぱり必要にな

ってくるというふうに思いますので、この点については、また時期を見て

問題提起をさせていただきたいと思います。以上です。 

 

 ほかにございませんか。 平川委員。 
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 着工から２年から３年っていうことですけれども、そこが開通したと同

時に中央公民館の横の、法隆寺線ですか、そこも同時に開通するっていう

形を考えていいんでしょうか。 

 

 パークウェイの供用に合わせまして法隆寺線の供用させていただくとい

うことでございます。 

 

 ほか、よろしいですか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結いたします。 

次に、②ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することについて、理事者の報

告を求めます。 松岡都市整備課長。 

 

 継続審査、都市基盤整備事業に関することについて、②ＪＲ法隆寺駅周

辺整備事業に関することにつきましては、特に報告させていただく事項は

ございません。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

中西議長。 

 

この今の駅前のこの関係ですねん。これ、継続打っておる中で、この前

からもずっと同じ答弁で、報告することはございませんという形でずっと

きておるねんけども、これ、どないなっておるのんか。進めていこうとい

うことで動いてはるのかどうか。その辺も全然、こう、見えてきやへんの

でね、その辺どうなっていますか、説明だけ。 

 

駅周辺につきましてはですね、駅の玄関口としての都市機能を確保して
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いくということで必要な事業だというようなところで考えてございますけ

れども、当初、進めていく手法につきまして、地域との協議を進める中

で、なかなかいい手法が見出せないというような状況で、現在は事業が進

捗しにくい状況になっているとところでございますけれども、今後、この

駅周辺のまちづくりというところは非常に重要な課題だというところでご

ざいますので、今後も地域の皆様へのご協力を仰いでいきながら進めてい

くべき事業であるというふうには認識してございます。 

 

よろしいですか。 木澤委員。 

 

議長から、今、意見ありましたように、私も前回か前々回でしたかね、

この駅周辺整備については、一定、方向性、また示していただきたいとい

うことで申しあげていますけども、これについてはどんなふうに考えてい

ただいているんですか。 

 

池田副町長。 

 

今ここで一定の方向性というのは、はっきり言うて、今、答えられる状

況ではまずないということをご理解願いたいと思います。今、当面は、先

ほど松岡課長申しあげましたとおりで進んでおります。 

まちづくりをする上で、法隆寺周辺はやはりどうしても必要であると、

これはもう認識していただいております。やはり問題になっておりますの

は、やはり以前から都市計画審議会のほうでも、まっすぐ、安堵王寺線か

らまっすぐ駅へ抜くルート、ないしは川沿いのルートをいろいろ検討した

中で、まっすぐのルートが一番よいかということで今日まできておりまし

た。ところが、地権者、大型地権者について、やっぱりどうしても理解得

られないということで、そうしたらどういうルートにしようかと。そのま

まいくのか、どういうルートにするのか、そういうこともあります。 

ただ、まちづくりをする上で、やっぱり法隆寺駅周辺から、門前、法隆

寺までの観光を考えるときに、それは全体で考えなくてはいけないという
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ことで、今、いろいろ県とも協議しておるんですけども、県の力とか、能

力も借りながら、そのまちづくりをどうしようかというのを、今、ちょっ

と協議している段階ですので、それらがやはりまとまってくる段階で、ま

た方向性は出ると思うんですけども、今、県のほうとまちづくりについて

協議しておりますので、しばらくやはり時間はいただきたいと思うんで

す、えらい悪いですけども。 

 

しばらくということで、すぐに次にとかいう話にはならへんと思います

けど、ただ、大きなスパンで言うと、総合計画は１０年ごとにつくってい

ますけども、例えばこれが次期の総合計画の提案っていうことになってし

まうと、ちょっと間延びしすぎやというふうに思いますのでね、だからそ

れ以前の段階でやっぱりきちっと示していただいて、次の計画には反映す

るという形になっていくのかなというふうに思いますので、その辺だけは

よろしくお願いします。 

 

ほか、よろしいですか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結いたします。 

継続審査については報告を受け、一定の審査を行ったということで終わ

ります。 

次に、２．各課報告事項を議題といたします。 

（１）一般国道２５号斑鳩町歩道設置事業について、理事者の報告を求

めます。 松岡都市整備課長。 

 

それでは、各課報告事項（１）一般国道２５号斑鳩町歩道設置事業につ

いて、報告をさせていただきます。 

整備の地区ごとの状況でございます。まず、法隆寺地区の町営法隆寺観

光自動車駐車場から法隆寺東交差点までの区間についてであります。当該
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区間におきましては、両側に幅員約４メートルの歩道を整備するもので、

平成２７年度末に路線北側の歩道整備が行われ、今年度、路線单側につい

て整備が行われる旨、さきの委員会でもご報告させていただいておりまし

たが、過日、国及び奈良交通からその主なスケジュールが示されておりま

す。その内容といたしましては、今月に、奈良交通により、現在、国道沿

いバス待合所について敷地西側のプレハブを活用した代替設備が整備さ

れ、それが完了した後、１２月中には待合所の建屋が撤去されます。その

後、翌１月から国が歩道整備に着手、３月までには歩道整備工事を完了、

４月から、また奈良交通によりましてバス停上屋の設置に取りかかられ、

夏ごろには全て完了するというような見通しでございます。なお、国の歩

道整備事業の工期といたしましては、１１月中には現地にて準備工に着

手、３月１０日までの契約工期ということでございます。 

次に、竜田大橋西詰から三室北交差点までの区間についてでございま

す。このうちの龍田西地区といたしまして、大阪行きは竜田大橋交差点か

ら奈良交通竜田大橋バス停まで、奈良行きは三室北交差点から竜田大橋交

差点までの区間で、幅員約２．５メートルの歩道を設置を行うものでござ

います。この区間では、昨年度に町が歩道整備事業用地にて下水道の敷設

工事を行ってまいりましたが、国による歩道整備が近く再開される予定で

ございまして、現場着手に向け、調整が進められているところでございま

す。１２月下旪から翌１月上旪には現場に着手、年度末までの完成をめど

として工事が行われるということでございます。 

以上で、一般国道２５号斑鳩町歩道設置事業についての報告とさせてい

ただきます。以上でございます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

木澤委員。 

 

これも鋭意進めていただいている状況で、頑張っていただいているなと

いうふうに思うんですけども、三室病院の付近の歩道の整備については、

どうなっていますかね。 
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三室病院の单北のあたりということでございますけども、具体的な歩道

整備という事業で進んでいる計画はございません。 

三室病院前の、失礼、西和医療センターですね、西和医療センター前の

信号機のある交差点、これの東側部分については、一部歩道が拡幅された

ような整備を国のほうでしていただきました。それに続く計画というの

は、具体的には、今のところございません。 

 

またパークウェイのほうの三室交差点の整備に伴って、それのめどって

いうんですかね、その辺の工事と一緒にまた何か、何らかの２５号の改良

をなされていくことになるのか、その辺はどうなんですかね。 

 

パークウェイの整備が進んでまいりますと、三室交差点から王寺側への

区間、こちらについての先線の整備ということもあわせて課題となってま

いりますことから、現在、斑鳩町、王寺町、三郷町、この３町、隣接する

３町でございますけれども、３町で整備促進についてですね、国等への要

望を行っているところでございます。 

また、渋滞解消につきましては、国のほうが、その課題を整理するため

に専門部会、渋滞対策の専門部会を立ち上げてございまして、こちらにつ

きましてもこれから協議を進めていくというような状況でございます。 

 

西和医療センターの出たところの、東西になるのかな、あれは、の歩

道、一定拡幅されところもありますけども、やっぱりまだあそこの、三室

の交差点曲がって、こう、昭和橋のほうに行こうと思うと、非常に幅員の

狭いところもありますので、そういうところもやっぱり改修していけるよ

うに、また、今、要望もいただいているということなので、順次お願いし

たいのと、あと、今、できるところから進めていっていただいていますけ

ども、やっぱり国道全線について、歩道がないところもまだありますし、

そういうところについても、今後ですね、全線やっぱり整備していけるよ

うに、町としては要望していっていただきたいなと思います。 
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ほか、ございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

次に、（２）下水道マンホールカードの配布について、理事者の報告を

求めます。 寺田下水道課長。 

 

それでは、各課報告事項２番目の下水道マンホールカードの配布につい

て、ご報告をさせていただきます。 

近年、地元の魅力をＰＲするため、ご当地物が各地で作成される中、国

土交通省が作成を始めたダムカードに引き続き、下水道広報プラットホー

ムにより下水道マンホールカードが発行され、全国各地の特色あふれるマ

ンホールふたが注目を集めております。その土地に縁のある名所、また、

名物品、スポーツ、キャラクターなどが描かれたものもあり、そのユニー

クさや美しさにひかれて訪ね歩くファンもふえております。現在、全国６

８の自治体がマンホールカードをこの４月から配布をしております。 

そうしたことから、このたび、斑鳩町におきましても、公共下水道事業

への理解、接続率のアップの啓発促進及び町制７０周年を迎える斑鳩町の

観光のＰＲの１つの手段としてマンホールカードを作成し、この１２月１

日から配布をしたいと考えております。 

それでは、お配りしております資料１をごらんいただきたいと思いま

す。カードの表面には、マンホールふたの写真とそのマンホールが設置さ

れている位置情報、そして、裏面にはマンホールデザインの由来が記載さ

れておりまして、ＱＲコードに入力をすると町のホームページを見ること

ができることとなっております以上でございます。よろしくお願いをいた

します。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

木澤委員。 
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木澤委員 

 

下水道課

長 

 

 

委員長 

 

平川委員 

 

下水道課

長 

 

 

 

 

委員長 

 

木澤委員 

 

 

 

 

 

下水道課

長 

 

 

 

 

これ、予算どれぐらいかかるんですかね。 

 

１ロット２，０００枚が１つのセットとなっておりまして、今回、２ロ

ット４，０００枚を発行する予定でございまして、２ロットで４，０００

枚で消費税込みで７５，６００円となっております。 

 

よろしいですか。 平川委員。 

 

これ、どこで配布されるんでしょうか。 

 

配布の場所につきましては、このカードにつきましては、全国的な統一

ルールがございまして、下水道関係施設または観光拠点となるそういう施

設で配布するということになっております。斑鳩町の場合、観光拠点とな

ります、そして、土曜、日曜も開館をしております法隆寺のⅰセンターで

配布をしたいと考えております。 

 

木澤委員。 

 

ＰＲしてもらうのは全然いい取り組みやと思うんです。ただ、普段、何

て言うんですかね、こういうもの見慣れないんですけども、こういうのを

目的に集めておられる方もいらっしゃるっていうふうにおっしゃいました

けども、どれぐらい効果があるのかなというのは、その辺はどんなふうに

見込んではりますか。 

 

今、全国的に、よう記事でも取り上げておりますけども、マンホール女

子とか、そういったファンが各地におられまして、観光を巡って、そうい

ったところを歩いて散策をされるということで、そしてまた、下水道はこ

ういうものであるということで、割とＰＲに安価でできると考えておりま

す。 
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木澤委員 

 

 

 

下水道課

長 

 

 

 

 

 

木澤委員 

 

 

 

 

下水道課

長 

 

 

木澤委員 

 

 

委員長 

 

都市建設

部長 

 

 

 

配布するのもルールがあるということで、さっき、場所、指定されてい

ましたけど、国のほうで何かそういうの制度化しているっていうことなん

ですか。 

 

全国的にはこの配布場所、配布方法につきましてもルールがございまし

て、当然、町内で必ず１箇所、イベントにつきましては、そういうイベン

トでも配布してもよろしいですよということでルールが決まっております

けども、そして、配布方法につきましても、１人必ず１枚ということで、

カウンターとかに山積みをしてご自由に持って帰ってもらえるという方法

はとらずに、手渡しで配布してというルールが決まっております。 

 

全然いい取り組みやと思っているんですけども、国のほうが、挙げてこ

ういうＰＲの、何て言いますかね、企画を立ち上げてアピールをしている

っていう、それにきちっとやっぱり乗っかってって言うんですかね、とい

うことになるんですかね。 

 

下水道プラットホームということで、事務局が下水道事業団の中にござ

いまして、国の国土交通省とも提携をいたしましてこういう事業を進めて

おります。 

 

そういうシステムをちょっと何か理解できるような冊子とか、説明した

ものっていうのはありませんかね。 

 

谷口都市建設部長。 

 

すみません、少し補足をさせていただきたいと思います。今、課長から

説明させていただきましたけども、現実のところ、これ、国もタイアップ

しているのは事実でございますが、下水道協会の中に下水道広報プラット

ホームという組織がございます。私もちょっと一部、役員としてかんでお
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委員長 

 

奥村委員 

 

 

委員長 

 

下水道課

長 

 

 

委員長 

 

平川委員 

るんですけども、その中で全国的に啓発をしていこうと。発端は、当初、

ダムカードというのがございました。国土交通省、かねてからやっており

ますけども、そのダムカードを発端といたしまして、下水道もカードもつ

くろうと、この４月から発行されたものでございます。 

実際のところ、現在のところ６４自治体、７４種類のカードが発行され

ておりまして、この１２月に４６自治体、４６種類のカードが追加される

といったところで、この、今、第２段までの発行の段階で２５万枚が出て

いるといった集計結果もいただいております。 

そうしたことから、いろいろな、下水道というのはつくってしまえばそ

れで終わりやということではなしに、いろいろなマニアがそういったとこ

ろに集まって現地で写真を撮って、それを収集していただいて、昔で言い

ます切手コレクションとか、コインコレクションと同じような感覚で進め

られているという状況でございまして、そうしたことから、下水道のほう

も一定の啓発に、１つのツールとしてやっていこうというようなことで進

められていることでございます。 

 

奥村委員。 

 

今、部長の報告を受けていろいろよくわかったんですけども、これは法

隆寺ⅰセンターにしか置かないってうことですかね。もう少し。 

 

寺田下水道課長。 

 

先ほども申しましたように全国的な統一ルールがございまして、町内１

箇所ということで、観光拠点になる、斑鳩町の場合はⅰセンターで配布し

ようと考えております。 

 

平川委員。 

 

先ほど、カウンターに山積みではなくて手渡しでっていうことは、そこ
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下水道課

長 

 

 

平川委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

都市建設

部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にあるということがわからないと、くださいっていうことを言えないと思

うんですけど、そのあたりの広報はどうされるんですか。 

 

当然、町の広報でもお知らせをいたしますし、この１１月の１４日に全

国リリース、記者発表と言いますか、関係団体が記者発表もいたしており

ます。そしてまた、町のホームページにも載せる予定をしております。 

 

町の広報紙となると町の方しかごらんになられないと思うので、全国的

に集めておられる方がⅰセンターに行ったときに、ここで配布しています

っていうようなことがわかるように掲示していないと、積んでいなかった

らあることもわからないと思うので、そのあたり、広報きちんとしていた

だきたいと思います。 

 

谷口都市建設部長。 

 

今、ご指摘いただいております、カウンターのところに、こういうよう

なものがありますよという形では掲示はさせていただきます。 

ただ、現在のところ、事例からご説明をさせていただきますと、やっぱ

りＳＮＳ、ソーシャルネットワークサービスにおきましては非常に拡散す

るのが早い状況として確認はさせていただいております。そうしたことか

ら、マニアはともかくといたしまして、それから拡散する速度が非常に速

い状態で、先だってもマンホールサミットに参加させていただきました。

その中で、やはり県内・県外含めまして多数の来客、トークショーにおい

でいただいておりました。その中で、約、県外が８割、県内で２割の成果

があったといったことで、約１２０名の中でそういった割合でごらんいた

だいたという実績もございます。これが最近の状況でございます。ただ、

今、説明させていただきましたマンホールサミットにつきましては、こと

し、郡山のイオンモールで開催されましたけども、昨年は神戸市で開催さ

れております。私、２回とも出席させていただいておりますが、実績は非

常に効果があったものと考えております。 
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委員長 

 

 

 

建設農林

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

そういったところでもマンホールカードを発行された、ことし４月１日

から発行されておりますので、間違いなく情報については拡散されると確

信を持っております。 

 

よろしいですね。 

次に、（３）産業まつりの開催について、理事者の報告を求めます。  

上田建設農林課長。 

 

斑鳩町産業まつり２０１６の開催について、報告させていただきます。 

本年度の斑鳩町産業まつりを、１２月４日日曜日に行います。本年度

は、すこやか斑鳩・スポーツセンター中央体育館に加えて、斑鳩町役場を

特設会場として開催いたします。開催時間につきましては、９時３０分か

ら午後３時までを予定いたしております。産業まつりの内容につきまして

は、午前９時３０分から苗木の配布、黒豆、飯島町のりんご販売の整理券

を発行し、９時４５分に和太鼓いかるがによる演舞を行います。午前１０

時より式典をとり行いまして、午前１０時３０分から、各種物産店、模擬

店、野菜販売、農産物品評会の展示、イベント等を行います。本年度は、

地産地消の取り組みといたしまして、斑鳩町で収穫した野菜を町民の皆様

に提供し、斑鳩町野菜のよさを味わっていただくことを目的に、計３回の

野菜の特売会を予定いたしております。なお、産業まつりの案内といたし

まして、資料２のチラシを１１月のお知らせ版において各戸配布いたして

おります。 

以上、斑鳩町産業まつり２０１６の開催についての報告とさせていただ

きます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があれば、お受けいたします。 

よろしいですか。 

 

（ な  し ） 
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委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

木澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

建設農林

課長 

 

 

 

ほかに、理事者から報告しておくことはございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

ないようですので、これをもって、各課報告事項については終わりま

す。 

続きまして、３．その他について、各委員から質疑、ご意見があれば、

お受けいたします。 木澤委員。 

 

先日ですね、小吉田の方にお聞きしたんですけども、服部道と法隆寺線

の交差部分ですね、あそこは今までにも頻繁に事故が起こってきたんです

けども、また先ごろ事故があったという話をお聞きしたんです。あそこは

もうパークウェイが整備されだしてから車が、まだ東のほうが開通してい

なくて、北にも抜けられないっていうところで服部道を通ると、そこまで

は車の流れだということで理解はできるんですけども、ただ、優先順位が

どっちになっているのかっていうのが非常にわかりにくいっていうこと

で、この間も安全対策が必要だという議論はしてきたとは思うんですけど

も、現在ですね、法隆寺線、パークウェイのモデル道路から、あそこが整

備されて以降ですね、そこの小吉田の交差点のところでどれぐらいの事故

が発生しているのかっていうのと、あと、今、安全対策等については、何

か対策を講じているのか、その辺の状況についてもお尋ねしておきたいん

ですけども。 

 

上田建設農林課長。 

 

まず、その交差点につきましては、服部道、町道４０１号線と、法隆寺

線、町道４０１４－２の町道の交差点部に当たりまして、まず、事故です

ね、事故の状況につきまして警察等に問い合わせましたところ、平成２０

年度以降の資料しかいただいていませんけども、まず、人身事故といたし

まして、平成２０年、平成２３年、平成２６年、平成２７年、平成２８年
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木澤委員 

 

建設農林

課長 

に１件ずつ発生いたしまして、計５件ですね、５件の人身事故が起こって

おります。この人身事故と言いましても、車と車の出会い頭がほとんどで

ございまして、その中のドライバーが負傷しているという扱いで人身事故

というふうに警察から聞いております。 

また、物損事故につきましては、平成２４年に４件、平成２５年に１

件、平成２６年に３件、平成２７年に５件、そして平成２８年、ことしに

入りまして６件の物損事故が起こっております。ほとんどが車と車の出会

い頭ということを聞いております。 

そして次に、斑鳩町としての交通対策についてでございますけども、平

成２８年に入りまして、４月に地元の住民さんが来庁されまして、歩行者

についての通る歩道、横断歩道がないというような申し出がありまして、

町のほうといたしましても、横断歩道、横断ができないという状況を確認

する中で、４月の２１日に西和警察と、交通課長と現地の立ち会いいたし

まして、現地を見ていただいております。その後、うちのほうから、北

側、交差点部の北側の道路と、東側に横断歩道をつけていただきたいとい

うことで要望を上げております。その中で、警察署から、今度は、奈良県

警本部のほうに上申をしていただきまして、８月の１０日に県警本部の規

制課と打ち合わせいたしております。その中で、現在の状況といたしまし

ては、車の優先順位、先ほども委員さんからお話がありましたように、優

先順位の関係で、警察のほうとしては、ちょっと町の要望とは反対なんで

すけども、横断歩道は交差点に対して单側と西側につける案を、今、提

示、もしくはそれが妥当であるというお答えをいただいておりまして、町

の要望とは違うことから、今現在、すり合わせもしくは、町のほうとして

も地元の要望である旨を伝えておりまして、現在、調整中でございます。 

このような状況でございます。 

 

ごめんなさい、物損で計何件になりますか。 

 

合計で、２４年から２８年までで１９件ということですね。 
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木澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設農林

課長 

 

 

 

 

 

 

人身５件の物損１９ということで、これ、ちょっと普通では考えられへ

んぐらい多いなと。交通量からしても、事故の確率が非常に高いなという

ふうに思うんです。 

今、地元の方から要望があって、横断歩道つけようということで動いて

いただいているという点については、やっぱり地元の方のできるだけ希望

に沿うような形で整備をしていただければいいなというふうに思いますけ

ども、歩行者の安全を確保するというのと、あと、やっぱり車同士の接触

事故が圧倒的に多いですから、優先順位をどうするのか、これまでにも、

信号つけてほしいっていう要望も、町のほうからもしていただいていると

思いますけども、なかなか交通量の関係でつかないと。つけてはほしいで

すけども、だからそれができないんだったら、それ以外の代策できちっと

事故が起こらないように、警察のほうでね、していただくのが警察の責任

かなというふうに思うんです。 

一番やっぱり問題なのは、右折、左折をする、交通量からして流れが多

いので、右折、左折をする車のほうが優先だっていう、そんな道路形態に

なってしまっているのが一番の原因やというふうに思うんですけども、本

来であれば直進が優先だというのがドライバーの認識で、なかなか、曲が

るほうが優先だっていう道路がないと思うんですよね。だから、そこのと

ころを改めるのが一番安全対策になるんじゃないかなというふうに思うん

ですけども、これは、警察の見解としてはどんなふうになっているんです

かね。 

 

モデル区間を含めまして、この交差点、こういう状況になったのが、平

成１６年に供用開始されまして、この一時停止の場所が変わったのが、平

成２６年の４月にこういった今の現状に変わっている状況でございます。 

警察との話の中では、当然、今が一番いいという判断で平成２６年にさ

れて、その状況を見られているというふうに町も思っておりまして、こう

いう状況が、これが多いのか、少ないのかっていうのはあくまでも警察の

ほうの判断で、また、規制についても取り組まれているということで、町

としてはそれを警察にお願いしていくと、要望していくということを考え
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木澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ておりまして、町といたしましてはですね、町の役割としてできることは

していきたいと思っていますので、今、言ったように、要望をするという

ことと、あとは、啓発というか、例えば減速の線を引いていくとか、交差

点にカラーをして交差点があるということをわかるようにするとか、いろ

いろな、町としてのできる範囲は、警察と協議いたしまして一緒に進めて

いこうというふうに考えているところでございます。 

 

その時々、パークウェイ等の整備が進む中で、安全対策についても、こ

れ、２６年度で今の形になっているということで、警察も、当初やったや

つがもう必ずそのとおりにいくというわけではないというふうに思うんで

すけども、やっぱりこれだけ事故が起こる中で、私は最初に言うたよう

に、その一番のやっぱり原因というのは、曲がるほうが優先になっている

っていうのが認識されないということやというふうに思いますので、だか

ら、今、さらにですね、法隆寺線も今後また開通していくっていうことに

なりますと、もっと事故がふえるんじゃないかなというふうに思うんで

す。私が一番いいと思うのは、直進優先にしていただくということですけ

ども、それも含めてですね、やっぱり声上げていただくのと、町としてで

きることをやっていくというふうにおっしゃっていただいたので、それは

それでね、何が必要なのかっていうのは十分警察とも協議していただい

て、対策立てていただきたいというふうに思うんです。 

あとですね、町にばっかりお願いするのもあれですので、私、この委員

会としてでもですね、警察に対して意見書上げるなりして安全対策を求め

ていくっていうことをちょっと提起したいなというふうに思うんです。き

ょう言うてすぐきょうっていうわけじゃなくて、できれば１２月の開会中

の委員会ぐらいで文言整理して、委員会の発議っていう形で、全委員に確

認いただいて提出してはどうかなと。きょう、中川委員、欠席されておら

れますけども、また意見聞かせいていただいて、まとめられるようであれ

ば、委員長のほうで諮っていただければなというふうに思うんですけど

も。 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

副町長 

 

委員長 

 

 

今、木澤委員さんのほうから、意見書まとめて提出してはどうかという

ことなんですけど、私自身、それは、地元からも要望の出ていることです

し、いい方向ではないかとは思うんですけどね。委員の皆さんのご意見

は。 

 

  （ 異議なし ） 

 

そうしましたら、委員会として、どこまでまとめられるかあれですけど

も、いい方向で進められるようにちょっと努力したいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

ないようですので、これをもって、その他については終わります。 

以上をもちまして、本日の審査案件については全て終了いたしました。 

なお、本日の委員会のまとめについては正副委員長にご一任いただきた

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、閉会に当たり、副町長の挨拶をお受けいたします。 

池田副町長 

 

（ 副町長挨拶 ） 

 

これをもって、建設水道常任委員会を閉会いたします。 

どうもお疲れさまでございました。 

（午前９時４４分 閉会） 
 


